
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 講演要旨 

 

１）ドキュメンテーションの見方 

・環境構成の工夫（コーナー・遊具） 

・プロジェクト型保育の工夫（教育的意図） 

・好きな遊びの援助（言語化・気づき・共同） 

・子どもの育ち（情意・知識・技術・応用力） 

・子どもの育ちの見通し 

プラスしたい要素 

① 時系列的要素   ②発達的要素 

② 学びの軌跡    ④育ちの見通し 

⑤保育者の工夫   ⑥５領域とのかかわり 

２）ポスターセッション 

３）北野先生からの助言 

 

２ 感想 

 

各園のドキュメンテーションを見せていただいた。その中で北野先生からの助言が

あり、ドキュメンテーションの書き方について学んだ。 

できることが目的・結果ではなく、どんな気持ちが育ったか、育っている過程のプ

ロセスを具体的に書き、発達が分かりやすいような説明があると、読み手にも分かり

やすく、伝わりやすくなる。 

読み手は保育士ではなく、保護者に向けて書くものなので、伝わりやすく書くことが

大切だということがわかった。 

 

 

                      （記録 綾東子ども園 池田裕佳子） 

  

研修名 保育内容研修５ （ドキュメンテーション） 

      平２７年度１０月１６日 １０：００～１２：３０ 

 

講 演 「各園のドキュメンテーションをもとに学ぶ」 

 

講 師 北野 幸子 氏 


